
学校番号

科目 地理Ｂ 単位数 4 年次 3年次

１　担当者からのメッセージ

２　学習の到達目標

３　学習評価（評価規準と評価方法）

観
点

観
点
の
趣
旨

評
価
方
法

a.関心・意欲・態度 ｂ.思考・判断・表現 ｃ.資料活用の技能

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

　現代世界の地理的
事象に対する関心と
課題意識を高め、そ
れを意欲的に追究
し、国際社会に主体
的に生きる日本国民
としての責任を果た
そうとする。

　現代世界の地理的事
象から課題を見いだ
し、それを系統地理的
に考察したり、歴史的
背景を踏まえて地誌的
に考察したりし、国際
社会の変化を踏まえて
公正に判断して、その
過程や結果を適切に表
現している。

　地図や統計、画像な
ど地域に関する諸資料
を収集し、有用な情報
を選択、活用すること
を通して、現代社会の
地理的事象を追究する
技能を身に付けてい
る。

・授業での観察
・記述の点検
（提出物、ワーク
シート等）
・確認テスト

・定期考査
・授業での観察及び確
認
（発表、論述等）

・定期考査
・記述の確認及び分析
（ワークシート等）

ｄ.知識・理解

　現代世界の地理的事
象についての基本的な
事柄や追究の方法を理
解し、その知識を身に
付けている。

・定期考査
・確認テスト
・記述の確認
（ワークシート等）
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・空間軸を意識するため、地図帳で位置を常に確認し、規則性や傾向などをとらえよう。
・最新の統計もみることで、動向が理解できる。
・図表や図説をよく見よう。視覚的にもとらえることができると、より理解が深まる。
・地理的事象に「なぜ」の視点を持ち、論理的に理解をしよう。
・歴史的背景を踏まえた考察を取り入れよう。
・授業は授業プリントを用いて行う。地理は暗記科目ではないので、「空欄を補充し、とにかく
覚える」
  という授業の受け方をせず、理由や根拠などをメモを取りながら、理解をするようにしよう。

・現代世界に生起している諸事象を位置や空間的な広がりとのかかわりでとらえる。
・自然環境や資源、人口、生活文化などの一般原理を明らかにする。
・地域の歴史的背景を踏まえて、国家、州・大陸など大小様々な規模の地域を空間軸と時間軸の
両面から特色を明らかにする。
・現代世界に生起している諸事象の空間的な規則性や傾向性、動向などについて考察し、地理的
な見方や考え方を培う。
・国際社会に主体的に対応し、平和で民主的な国家・社会を形成する日本国民としての自覚と資
質を養う。

副教材等

新詳地理Ｂ（帝国書院）、新詳高等地図（帝国書院）

令和2年度　地理歴史科

教科 地理歴史

使用教科書

最新地理図表ＧＥＯ（第一学習社）
図説地理資料 世界の諸地域ＮＯＷ2020（帝国書院）、地理統計要覧（二宮書店）










